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12～14

5 長崎東公園の魅力向上について

土木部
土木総務課

・
土木建設課

・
東総合事務所
地域福祉課

15～19

市民と市長の地域みらい懇談会【橘・戸石地区】
要 望 ・ 提 案 一 覧

要望・提案項目

令和4年7月23日（土）開催

東総合事務所
地域整備課

橘小学校区自治会連合会



回 答 票 
Ｎｏ．1

橘・戸石 
地区 

【担当部課名】 東総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容

【団体名】 戸石小学校区連合自治会 

【件 名】 戸石小学校の通学路における環境整備（側溝蓋・除草等）について 

【概 要】 

市道戸石町19号線において、溝蓋が古く、また、蓋と蓋の間に隙間が

あり、靴を挟んだり、つまづく危険性があるため改善してほしい。 

以前から、隙間部分に木片の差し込みなどの対策を行ってもらってい

るが、通学路であり、高齢者等の通行もあることから対策をお願いしま

す。 

また、市道矢上町戸石町1号線（旧国道251号）について、歩行者の

通行に支障が出ないよう雑草等の除草を行うなど、環境整備を徹底して

ほしい。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

 市道戸石町 19 号線は、戸石小学校前から戸石漁港付近を通り諫早方面

に向かう路線であり、地域の方々の生活道路やバス路線として利用されて

います。 

 これまでも、側溝蓋については木片の差し込みや蓋の取替えなど適宜修

繕を行ってきておりますが、特に長崎戸石郵便局から長崎銀行戸石支店ま

での区間においては、側溝の蓋と蓋の間に隙間が生じているものや、老朽

化により蓋の表面が劣化し歩行しにくい状況もあることを確認しており

ます。 
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そのため、靴を挟んだり、つまづきなど歩行者の通行に支障が生じてい

る箇所について、引き続き木片の差し込みや蓋の取替えなどを実施し、歩

行者の安全確保に努めてまいりたいと考えております。 

 また、主要な路線においては、毎年除草業務を実施しておりますが、ご

要望の市道矢上町戸石町1号線においては、特に戸石小学校に向かって陣

の内バス停を過ぎた右への急カーブ付近において歩行者の通行に支障が

生じる雑草等が繁茂することから、適宜点検を行うなど適正な維持管理に

努めてまいりたいと考えております。 
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現況写真 

 

ＮＯ.１ 戸石小学校の通学路における環境整備（側溝蓋・除草等）について 

溝蓋の改善 

（戸石町 19 号線） 

現況                 木片の差し込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況                  蓋の取替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学路の除草 

矢上町戸石町１号線（旧国道 251 号） 

雑草の状況 
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回 答 票 
Ｎｏ．2 

橘・戸石 
地区 

【担当部課名】 東総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容 

【団体名】 橘小学校区自治会連合会 

【件 名】 
東町交差点～矢上団地入口交差点間における道路整備、歩行者の 

安全確保について 

【概 要】 

市道矢上町戸石町 1 号線（旧国道 251 号）の東町交差点～矢上団地

入口交差点の間においては、一部道路幅が改良されており、また、矢上大

橋が無料化され、全体交通量は減少したものの、いまだに大型車を含め車

両の通行は多いと感じている。 

特に普賢神社側の歩道は通学路であるものの、歩道幅が狭く、ガードレ

ールも余りにも貧弱である。道路拡張が困難であるとしても、歩行者の安

全確保のためガードレールの改善を早急に図ってほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

 市道矢上町戸石町 1 号線は、国道 34号の矢上交差点から戸石小学校前

交差点までの区間の道路であり、平成24 年 4月の矢上大橋の無料化に伴

い、令和２年４月に国道から市道に移管されております。 

 これまでも、地域の方々から通学路・歩行者の安全性の確保の要望を受

けており、国道 251 号として長崎県が所管していた時期から市に移管さ

れた今日においても、歩道の改善や整備を実施しております。 

 ご要望をいただいている普賢神社側の歩道は、幅員が 0.８ｍ～1.3ｍと

狭い状況であると認識しておりますが、道路周辺は水路や法面が近接し、

家屋等も張り付いている状況であるため、道路拡幅することは困難と考え

ております。 
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 また、路線全体をみますと、道路が市に移管されてからの約 2年間にお

ける事故の発生は、東町交差点から矢上団地入口交差点間（普賢神社側）

の歩道では１件あり、下り坂でカーブの多い戸石に近い側の長谷バス停か

ら陣の内バス停付近の歩道では 6件と多くなっていることから、道路の形

態を含め地域の中で優先箇所を考えながら対応を進める必要があると考

えております。 

 そのため、ご要望区間の歩道は、車両部分より高い位置にあり、車両の

進入を一定抑制する構造となっておりますので、事故発生の可能性が高

く、人的被害の恐れがある箇所や、防護柵の取替え後も一定の幅員が確保

でき、歩行者の通行に支障が生じない箇所を優先的に、地域の方々のご意

見を伺いながら、防護柵の取替えなど歩行者の安全確保に努めてまいりた

いと考えております。 
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ＮＯ.２ 東町交差点～矢上団地入口交差点間における道路整備、歩行者の安全確保

について 

矢上町戸石町１号線の歩道の状況 
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回 答 票 
Ｎｏ．3 

橘・戸石 
地区 

【担当部課名】 東総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容 

【団体名】 橘小学校区自治会連合会 

【件 名】 
矢上団地内の生活道路（特にかき道 2 丁目・3 丁目)及び遊歩道の

整備について 

【概 要】 

矢上団地は、開発され 40 年近く経過し、既存の生活道路及び遊歩道

の舗装の表面の剥離や亀裂など損傷・老朽化が激しい。 

生活道路においては、アスファルト舗装が剥離し、路盤の砕石が露出し

ている箇所も多く、高齢者等がつまづいたり、足を取られることも度々発

生している。 

また、遊歩道においては街路樹が大木化し、木の根上げにより舗装が隆

起し、児童や高齢者など歩行者の通行にも支障が生じている。さらに、歩

行者の安全を守るガードパイプも腐食・劣化が進んでいる。 

住民の日常生活の環境改善のため、年次計画により改修を行ってほし

い。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

矢上団地は、昭和６０年ごろから順次供用開始され、約４０年が経過し、

修繕・改修する箇所が増加しております。 

 生活道路の修繕・改修については、毎年実施している市道一斉点検の結

果や、各自治会から提出していただいている「生活道路・河川・公園等修

繕要望書」における要望箇所における舗装のひび割れや劣化状況などの調

査結果をもとに、安全確保上特に緊急性の高い路線又は箇所から優先順位

を設け、舗装の修繕を行いたいと考えております。 

遊歩道については、地域の方々の散歩や季節の草花など自然を楽しむ場

所として利用していただいております。一方で、経年による街路樹の大木
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化や木の根による舗装の根上げなどが生じ、利用に支障が生じている箇所

が一部ありますので、緑を大切にしつつ、歩行者の安全性の確保と快適性

の向上の観点を考慮し、街路樹の伐採（撤去）や部分的な舗装の修繕を適

宜工夫しながら実施していきたいと考えております。 

 ガードパイプについても、特にバス通りにおいて錆びによる腐食や劣化

が進行していることから、歩道に植栽帯がなく劣化により防護柵の機能が

低下している箇所を優先的に、部分的なビーム（横方向のパイプ）の取替

えを計画的に実施するなど、安全・安心で快適な住環境の実現に取り組ん

でいきたいと考えております。 
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ＮＯ.３ 矢上団地内の生活道路（特にかき道 2 丁目・3 丁目)及び遊歩道の整備

について 

遊歩道の状況（舗装、樹木による根上げ） 
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ガードパイプの錆び・劣化状況 
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回 答 票 
Ｎｏ．4 

橘・戸石 
地区 

【担当部課名】 東総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容 

【団体名】 橘小学校区自治会連合会 

【件 名】 矢上団地近隣公園の法面・自然斜面の整備について 

【概 要】 

 矢上団地近隣公園内の法面や自然斜面における樹木の大木化や雑木の

生長が著しく、雑木林状態となっている。 

 このため、有害獣が生息したり、暗く鬱蒼としている箇所もあり、地域

住民も不安を抱えている。 

 一昨年は、人的被害はなかったものの、イノシシが団地内のいたる所で

出没し、２丁目の住宅地では 10数件の被害が出た。 

 公園の北側に隣接する遊歩道を歩く歩行者の安全確保や良好な見通し

を確保するため、樹木の伐採や雑木林における間引き等の整備を行って

ほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

矢上団地近隣公園をはじめ、地区内の公園につきましては、日頃より地

域の方々による公園敷地や便所の清掃、除草、樹木の剪定など維持管理に

ついて多大なるご協力をいただき、ありがとうございます。 

矢上団地近隣公園は、平成2年3月に都市公園として開設し、32年が

経過していますが、その間、遊具の取替えや、健康遊具の設置など、改修

を実施してきたところです。 

法面や自然斜面については、地域の方々にご協力をいただきながら剪定

や一部の雑木の伐採などを実施してきておりますが、開設からの長い年月

に合わせて樹木の大木化や雑木の生長が進んでおります。 

12



そのため、公園の雑木の枝が北側に隣接する遊歩道に覆いかぶさった

り、住宅への日差しを遮っている状況もあることから、歩行者の安全性・

防犯性や住環境に支障が生じている箇所において、地域の方々のご意見を

伺いながら、雑木などの伐採や間引きを実施していきたいと考えておりま

す。 
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ＮＯ.４ 矢上団地近隣公園の法面・自然斜面の整備について 

矢上団地近隣公園に隣接する遊歩道の状況 
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回 答 票 
Ｎｏ．５ 

橘・戸石 
地区 

【担当部課名】 

土木部 土木総務課 

土木部 土木建設課 

東総合事務所 地域福祉課 

要
望
内
容 

【団体名】 橘小学校区自治会連合会 

【件 名】 長崎東公園の魅力向上について 

【概 要】 

長崎東公園においては、様々な施設が整備されているもののスポーツに

特化した施設が多く、家族等でゆっくりと過ごすには魅力が足りないよう

に感じます。 

 今後、子育て世代や小・中・高校生、若者、中・高齢者など各世代ごと

で楽しめる多様なニーズに対応した、遊び・交流の場となるような遊具や

施設（スケボーパーク、3x3 バスケなど）、誰もが気持ちよく利用できる芝

生広場やドッグランの創設など充実を図ってほしい。 

 また、農業センターや水産センターなど周辺施設と連携し地域資源を活

かしたイベントの開催など、ソフト施策の充実による公園の魅力向上と賑

わいの創出・活性化を図ってほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  東公園の運営にあたりましては、地域の皆様方に日頃よりご理解とご協

力を賜り感謝申し上げます。 

長崎市におきましても、東部地区の活性化における重要な拠点と認識し

ており、本年度においては、子育て層を対象とした「子どもの遊び場」や

「ユニバーサル型屋外遊具」の新設を予定しております。 

また、施設を安全に安心してご利用していただくための維持管理につき

ましては、持続可能な施設の維持管理を目指し、限りある予算の中で計画

的に取り組んでおり、令和5、６年度には、地域の方や地元の部活動など

でもご利用いただいております「コミュニティプールの屋根全面改修」な

どを行うこととしております。 
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  ご要望の今後の施設の充実に関しましては、「長寿命化等の実施計画」

との整合を図るとともに、皆様のご意見をお聞きしながら、検討してまい

りたいと考えております。 

また、ソフト施策の充実による公園の魅力向上と賑わいの創出・活性化

につきましては、農業センターや水産センターなどの周辺施設及び指定管

理者と協議を行いながら、今後の具体的な取り組みについて検討を進めて

まいります。 

いずれにいたしましても、東部地区の活気あるまちづくりを進めていく

観点から、今後の東公園の魅力向上に向けて幅広く検討してまいります。 
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「東部地区子どもの遊び場」整備について 

東総合事務所地域福祉課 

１ 概  要 

 東部地区の子育て環境の充実を図るため、東公園コミュニティ体育館の一室をリニューアル

し、屋内に子どもの遊び場を整備する。老朽化した屋外遊具をユニバーサルデザインに更新す

ることから屋外遊具と一体となった利用が可能になるようにする。 

２ 事業内容 

（１）整備場所 長崎東公園コミュニティ体育館 健康教室（156 ㎡）

（２）整備内容 屋内改修工事（出入口新設、ウッドデッキ新設、照明の LED 化等）

キッズマット、屋内遊具、設置型ベビーケアルーム（授乳室）の設置

３ 整備の概要（屋内） 

（１）主な利用対象者は乳幼児

（２）屋外遊具と一体となった利用を可能にするため、外壁の一部を撤去し屋内と屋外を繋ぐ

出入口及びウッドデッキを新規設置

（３）既存出入口ドアをガラス面の広いものに取り替え、視認性を向上

（４）キッズマットや遊具等を設置し、乳児が過ごせる環境や屋内でも遊べる環境を整備

（５）保護者が子どもの様子を見守りながら休憩や交流ができるスペースの確保

（６）完全個室の設置型ベビーケアルームを設置し、授乳やおむつ替えができる環境を確保

（７）持続可能な脱炭素社会の実現等を目指し、市所有の公共施設のＬＥＤ化を推進しているこ

とから既存の照明設備をＬＥＤ照明へ交換

４ 完成予定 

（１）屋内遊び場 令和５年３月

（２）屋 外 遊 具 令和５年３月
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※遊具等画像はイメージ

 

 

 

施設平面図 

屋外遊具 

ウレタンアスレチック

完全個室設置型ベビーケアルーム 

ユニバーサルデザイン

低いウレタン遊具 

ウレタンベンチ

床・壁イメージ 

立体遊具 

既存のパーテーション 
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※
イ
メ
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図
で
あ
り
、
今
後
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
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